
 

 

 

 

日頃より、本校の教育活動につきましては、御理解と御協力を賜り誠にありがとうございます。 

本校では児童生徒の多様な学びを支援する機器として〝ローコスト視線入力装置〟の有効性を探っております。 

つきましては、次の日程で中間報告会を開催し、皆様からの御指導、御助言を賜りたく御案内申し上げます。 

秋田県立秋田きらり支援学校   

校 長  新目  基 

 

【期【期【期【期        日】日】日】日】平成３０年１１月３０日（金） 

 

【会【会【会【会        場】場】場】場】秋田県立秋田きらり支援学校 

〒０１０－１４０７ 秋田県秋田市南ケ丘一丁目１番１号 

ＴＥＬ ０１８－８８９－８５７３ 

ＦＡＸ ０１８－８８９－８５７５ 

 

【日【日【日【日        程】程】程】程】    

９：３０～       受付 

１０：００～１０：４０  開会式、研究概要等報告 

１０：５５～１１：４５  授業提示（４名提示、１授業１０分程度） 

１２：００～１２：５０  昼食、休憩 

１２：５０～１４：００ （前半）提示授業説明 

            （後半）重度重複児童生徒への活用評価に関する報告 

１４：１５～１５：３０  講演会 

演 題 「10年後の特別支援教育とＩＣＴ  

～10年後を志向しつつ、いま何ができるかを考える～」 

講 師  日本福祉大学 教授 金森 克浩 氏 

１５：３０～１５：４０ 閉会式 

 

【参加対象】【参加対象】【参加対象】【参加対象】 秋田県内特別支援学校関係者、東北地区肢体不自由特別支援学校関係者 

        肢体不自由教育に携わる福祉・医療関係者 

 

ローコスト視線入力装置は児童生徒の学習を支える新しい支援機器です。 

・ローコスト視線入力装置で何ができるのかを知りたい。 

・ローコスト視線入力装置の導入を検討中である。 

・ローコスト視線入力装置を既に導入しており、参加者と情報を共有したい。 

そんな皆様の御参加をお待ちしております。 

 

【本校へのアクセス】【本校へのアクセス】【本校へのアクセス】【本校へのアクセス】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御参加、お待

ち し て お り

ます。 

平成３０年度文部科学省委嘱委嘱委嘱委嘱 学習上の支援機器等教材活用評価研究事業 

中間報告会（二次案内） 

◆車でお越しの場合 

 ・秋田南インタチェンジから約１４分 

 ・秋田中央インターチェンジから約１５分 

 

◆バスでお越しの場合 

 ・秋田駅東口から 

南ヶ丘線「総合支援エリア」下車 

又は 

  広面御所野線「遊学舎前」下車 

  遊学舎前から徒歩約１０分 

※バスの運行が限られています。お時間をお確

かめのうえ、ご利用ください。 



【参加申込】【参加申込】【参加申込】【参加申込】    

○申込方法 

参加申込用紙に必要事項を御記入の上、電子メールかＦＡＸでお申し込みください。 

   参加申込用紙は本校ホームページからもダウンロードすることができます。 

 

○申込締切 

   平成３０年１１月９日（金）までにお願いします。 

○昼食 

昼食は６００円（飲み物付、税込み）で弁当の注文を受け付けますので、必要な方は御注文ください。 

※近くに飲食店やコンビニエンスストア等がありません。事前のご準備をお願いします。 

 

【そ【そ【そ【そ    のののの    他】他】他】他】    

○御要望、御質問がありましたら、参加申込書【通信欄】に御記入ください。 

 

 
秋田県立秋田きらり支援学校 

教頭 伊藤 敏博 又は 研究部 藤原 恵理子 

〒０１０－１４０７ 秋田県秋田市南ケ丘一丁目１番１号 

ＴＥＬ  ０１８－８８９－８５７３ 

ＦＡＸ  ０１８－８８９－８５７５ 


